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概要：近年，震度 7 を超える地震が度々発生しており，2024 年 8 月 8 日には南海トラフ地震臨時情報が発
令された．このような状況により，国民の地震に対する危機意識が一層高まっている．こうした背景を受
け，本研究では「フェーズフリー」という概念を基盤に，平常時には日常的な会話相手として機能し，災
害発生時には平時に蓄積した防災知識を活用できるコミュニケーションロボットの開発を目指す．

1. はじめに
わが国では 2024年に起こった能登半島地震や 2016年に

起こった熊本地震など震度 7を超える地震が度々起こって
いる [1]．令和 5年度の防災白書によると [2]，日本では地
震以外でも水害や噴火など全国各地で様々な災害が発生し
ている．また，2024年の 8月 8日に発生した日向灘を震
源とする地震の際に，気象庁より南海トラフ地震臨時情報
『巨大地震注意』が初めて発令された．人々の地震に対する
危機感もより一層高まっており，日ごろからの対策の必要
性がますます高まっている．気象庁の防災情報（図 1）に
よると南海トラフ地震臨時情報が発令された際には少なく
とも 1週間は地震への備えを再確認する必要があるとされ
ている．
図 2の内閣府が行った令和４年の「防災に関する世論調

査」[4]によると，自然災害への対処などを家族や身近な人
と話し合ったことの有無はある人が 61.4%，無いと回答し
た人が 36.9%となっている．災害が頻繁に起こる日本にお
いて未だに 4割ほどの国民が話し合ったことがないという
状況となっている．そして話し合わない理由として，「話し
合うきっかけがなかった」と回答している人が一番多かっ
た．このことから，身近な人と防災について話し合うきっ
かけを作る必要がある．
コミュニケーションを促進させる手段として，様々な製

品やサービスが提案されている．代表的なものとして防災
アプリ [5]が挙げられるが，ナイル株式会社が行った 10～
60代男女 663人の防災意識に関する調査レポート [6]によ
ると，約 4 割の方が災害時にはスマートフォンが役に立
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図 1 南海トラフ地震臨時情報 (巨大地震情報) について ([3] より
引用)

たないと感じている．その原因としては通信障害が最も高
く，多くの人がスマートフォンを利用することから，災害
時には通信障害が起きやすくなる傾向がある．会話を活性
化させるきっかけ作りとして，コミュニケーションロボッ
トを活用する研究がある．[7]早稲田大学基幹理工学部と
早稲田大学高等研究所が共同で行った会話ロボットの存
在自体による会話の活性化への影響を調べる実験による
と，人が難読ゲームに参加しているときより，ロボットが
難読ゲームに参加した時のほうが参加者の平均発話時間と
平均発言頻度が高くなったことが示された.この結果から
コミュニケーションロボットは多人数会話の会話を活性化
させるきっかけに向いていると考えられる．また，日本リ
サーチセンターが行った調査 [8]では，コミュニケーショ
ンロボットの普及を歓迎する人が約 5割に上り，社会的に
受け入れられやすい環境が整ってきている．



図 2 防災に関する世論調査 ([4] より引用)

図 3 コミュニケーションロボットに関する調査
([8] より引用)

2. 研究目的
本研究の目的は，身近な人との防災に関する会話を活性

化させるきっかけを作ることであり，今回はそのきっかけ
としてコミュニケーションロボットを用いることでコミュ
ニケーションロボットが防災に関する会話を活性化する
きっかけとなるかどうかを検討する．

3. 提案方式
コミュニケーションロボットの活用方法として，フェー

ズフリーの考え方を活用する．防災グッズには，平時と緊
急時に役に立つ製品としてフェーズフリー品が着目されて
いる [9]．これは日常でも使用でき，非常時でも役に立つ製
品のことを指す．例えば，普通の紙コップにデザインでメ
モリをつけ足すことにより，日常時でも使えるデザインか
つ，災害時には計量カップとしても役に立つことができる

製品がある．[10]

このように，コミュニケーションロボットにより平常時
は日常会話の一環として防災に関する話題提供を行うこと
で利用者の防災意識を高めておき，非常時にはそれまでに
会話した内容が実際に活用される，といった日常の延長で
使えるアプローチを提案する．

3.1 システム構成
コミュニケーションロボットは以下で構成される.

• OpenAI API

コミュニケーションロボットの AIを用いた会話生成
に使用.

• voicevox

AIの読み上げ音声として使用.

• speech recognition

音声をテキストに変換するために使用
• USBスピーカー，マイク
コミュニケーションロボットの音声の入出力に使用.

• ぬいぐるみ
想定しているコミュニケーションロボットのサンプル
として使用.

3.2 会話機能
コミュニケーションロボットの会話機能の一連の流れを

説明する。コミュニケーションロボットは PCで実行した
後、音声入力待機状態になり、「お話し」という単語を含ん
だ言葉 (例:お話ししよう)を喋った時に会話が可能になる。
初期の状態では後述する日常会話モードとなっており、「防
災」という単語を含んだ言葉 (例:防災の話をしよう」)を
喋った時には防災会話モードに切り替わる.日常会話モー
ドに戻る際には防災会話モードの際に「日常」という単語
を含んだ言葉 (例:日常会話をしよう)を喋った時に日常会
話モードに切り替わる.会話を終了したい場合は「じゃあ
ね」という単語を含んだ言葉を喋った時に音声入力待機状
態に切り替わる.

図 4 システム構成

続いて、日常会話モードと防災会話モードの詳細につい



て説明する.

• 日常会話モード
喋った言葉に対して 50文字以内でフランクな返答を
してくれる.

• 防災会話モード
喋った言葉に関連した防災に関する豆知識を 50文字
以内で教えてくれる.

図 5 コミュニケーションロボットの会話の仕様

4. 実験
4.1 実験内容
まず，ビデオカメラを左上に配置し，被験者全体が写る

ようにする．被験者はテーブルをはさんで 3人で会話して
いただく．会話の内容は特に縛りはなく，自由に会話して
いただく．会話をしている際には自分は離れて見守る．1

回目は何もない状態で 10分間日常会話をしていただき，ア
ンケートを取る．

図 6 実験構成

2回目も同じように 10分間日常会話をするが，テーブ
ルの中央にぬいぐるみ型のコミュニケーションロボット
のサンプルを配置する．自分は PCに USBスピーカーと
マイクを接続させ，それをぬいぐるみの近くに置き，ぬい
ぐるみが喋っているようにする．PCで実行した瞬間から
実験を開始する．被験者には下記のコミュニケーションロ
ボットの一連の流れを一度試していただく．一連の流れが
終わった後は 1回目と同じようにアンケートを同じように
取る．

図 7 実験の様子

4.2 評価方法
評価は以下の通り実施する予定である．

( 1 ) アンケート
第 1回および第 2回の実験終了後にアンケートを実施
し，被験者に対してコミュニケーションロボットが防
災に関する会話のきっかけとして機能したかについて
尋ねる．これにより，主観的な意識の変化やコミュニ
ケーションロボットへの印象を収集する．

( 2 ) ビデオ分析
実験中の被験者の会話の様子を録画し，防災に関連す
る会話の発生頻度および持続時間を計測する．さら
に，第 1回の実験結果と第 2回の結果を比較すること
で，コミュニケーションロボットの影響を客観的に評
価する．

5. おわりに
本稿では．コミュニケーションロボットを用いた防災に

関する会話の活性化について提案しプロトタイプ実装を
行った．今後評価実験を通じて，その有効性を検証・評価
していく予定である．また，今回の実験結果を踏まえ，よ
り効果的に防災に関する会話を活性化できるコミュニケー
ションロボットの開発を目指す．
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